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あった (小牧, 1982, p. 15–16)。いろいろな試みが続
けられたが，かんばしい結果は得られなかった。たと
えば，Hayes & Hayes (1951)はメスのチンパンジー







研究の 10 数年後，Gardner & Gardner (1971) はメ
スのチンパンジー Washoe に「身ぶり語」に属する







種の 2 語文と 245 種の 3 語文を表示するまでになっ
た。これらの発語の語順には規則性があることが分
かった。また，Washoeが自発的にサインを創出する















めるため，一般には 2重盲検法 double-blind method
と呼ばれている新たな方法を導入したことである。
Washoeプロジェクトを始める際，Gardnerらはいわ
ゆる「賢いハンス」現象 (Premack, 1976, p. 29–36;











































システムの開発などを行って (小牧, 1982, p. 18–21)，
めざましい成果をあげている。たとえば，Rumbaugh
らは，小型コンピュータを援用した自動応答システム





















































































かな転移を示した (実験 1と 2)。この遂行が刺激物体
の個別性認知にもとづいたものかどうかを確かめるた



























































































































































果」が見られた実験 (e.g., Hill & Spear, 1963) の 3
通りの結果が得られていたのである (Sutherland &
6） Tryon (2016) は，この指摘に賛同するコメントを述べ，効果量の
信頼区間にもとづいた再現性問題への対応を提案している。
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体系的追証 中程度の効果量 (d = .50)を想定し，2
つの条件の間の差を検討する追証実験を計画するとし
て，大久保・岡田の表 (大久保・岡田, 2012, p. 154)
から最小の標本数を読み取ると，検定力を慣習的な水
準の.80とした場合で，標本のサイズは 2条件を合わ
















摘されている (大久保・岡田, 2012, p. 167)。先に紹




7） Lovejoy のモデルは Mackintosh のアナライザ理論 (Sutherland
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